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平
成
弱
年
２
月
羽
日
羽
村
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
弘
回
東
京
都
農
業

委
員
・
農
業
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
農
業
関
係
者
約
９
０
０
人
が

参
加
し
、
農
業
委
員
会
活
動
方
針
、
活
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め
、
東
京
農
業
の
確

立
に
関
す
る
要
望
等
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
受
賞
式
典
が
行
わ
れ
、

本
市
で
は
４
名
の
方
が
栄
あ
る
受
賞
を
さ

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

い
た
し
ま
す
。

第
五
兼
四
回
室
泉
都
農
業
委
員
。

壷
辰
彗
奉
一
宮

表
会
開
催蕊
○
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
受
賞
者

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

（
特
用
作
物
部
門
）

森
谷
良
孝
氏

民
子
氏

○
晨
業
後
継
者
顕
彰
受
宣
者

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

（
野
菜
部
門
）

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

（
野
菜
部
門
）

伊
東
和
明
氏

悦
子
氏

弱誇も.ゞ･年i基琴需錘ﾀｭﾔ…蔓…

平
成
妬
年
２
月
８
日
、
東
村
山
市
市
民

セ
ン
タ
ー
で
、
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会

連
合
会
に
よ
る
優
秀
農
業
経
営
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
当
市
か
ら
加
藤
武
氏
が
野
菜

部
門
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
土
居
龍
一
氏
に
よ
る

「
今
、
な
ぜ
都
市
農
業
の
業
態
改
革
な
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

鑓
《

》
承
喚
訟
年
度

畷
増
笹
罎
蕊
蕊
菫
表
彰
式

琴
』
ず
』
。

北
多
摩
地
区
農
業

委
員
会
連
合
会
表
彰



(2)むさしむらやま

議
会
推
薦
の
川
島
利
男
委
員
か
ら

５
月
７
日
付
け
で
委
員
の
辞
職
を
し

た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
同
月
過
日
開
催
さ
れ
た
農
業

委
員
会
総
会
で
こ
れ
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。新
委
員
は
６
月
６
日
付
け
で
波
多

野
征
敏
氏
が
推
薦
さ
れ
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

－－－
空

新
委
員
の
紹
介
、
”

波
多
野
征
敏
委
員

議
会
推
薦
（
９
番
）

土
地
利
用
部
会

ノ

１
１

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
「
今

後
と
も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

す
る
意
欲
あ
る
農
業
者
の
皆
さ
ん
」

を
認
定
農
業
者
と
し
て
区
市
町
村
長

が
認
定
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
く
制

度
で
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は
、
今
後
５
年

間
に
取
り
組
む
経
営
改
善
の
内
容
を

記
載
し
た
「
農
業
経
営
改
善
計
画
認

定
申
請
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。申
請
に
あ
た
っ
て
は
市
担
当
職
員
、

農
業
委
員
、
農
業
振
興
事
務
所
職
員

等
が
相
談
、
指
導
に
応
じ
ま
す
。

農
業
者
は
、
認
定
農
業
者
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
経
営
を
分

析
し
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り

経
営
能
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
農
業
者
は
、
税
制
上

の
特
例
措
置
や
低
利
融
資
、
各
区
市

町
村
独
自
の
支
援
事
業
、
情
報
提
供

な
ど
の
支
援
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
の
認
定
農
業
者
は
平
成
朗
年
３

月
に
初
め
て
ｎ
人
の
方
が
認
定
さ
れ
、

認
請
園
繍
霧
慧
撒
蝋
蕊
鋤
ご
溌
霧
職

本
年
３
月
に
新
た
に
２
人
の
方
が
認

定
さ
れ
蛆
人
と
な
り
ま
し
た
。

・
波
多
野
燈
持

・
波
多
野
雅
之

（
認
定
年
月
日
平
成
妬
年

３
月
”
日
・
敬
称
略
）

＊
市
で
は
、
現
在
、
「
武
蔵
村
山
市

認
定
農
業
者
改
善
計
画
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
」
を
制
定
し
農

、
業
用
資
材
、
農
業
用
機
械
等
の

購
入
に
要
す
る
経
費
等
の
一
部

の
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
主
な
事
例
】

・
動
力
噴
霧
器
、
刈
払
い
機

・
自
走
式
肥
料
散
布
機

ｑ
平
う
ね
整
形
同
時
マ
ル
チ

・
大
根
洗
い
機

・
ハ
ウ
ス
用
ビ
ニ
ー
ル
等

実
施

６
‐
〃
ｐ
ｆ
ｆ
ｐ
ｆ

ｊ

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
管
理
推

進
月
間
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
８

月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

農
地
は
食
糧
生
産
の
場
で
あ
り
、

ま
た
環
境
保
全
に
お
い
て
も
非
常
に

重
要
な
役
割
を
担
う
大
切
な
資
産
で

あ
り
ま
す
。

次
世
代
に
優
良
な
農
地
を
残
す
た

め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
遊
休

農
地
及
び
違
反
転
用
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
調
査
は
、
８
月
”
日

（
火
）
か
ら
８
月
釦
日
（
金
）
ま
で

の
間
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の

に
つ
い
て
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武
蔵
村
山
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

で
は
、
武
蔵
村
山
市
の
〃
農
あ
る
風

情
″
を
感
じ
る
風
景
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

武
蔵
村
山
を
愛
し
て
く
だ
さ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

・
作
品
サ
イ
ズ

四
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
可
）
又
は

Ａ
４
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
た
も

の
。

（
注
）
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
や
感
熱
紙
で

の
応
募
は
不
可
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
タ
ー
使
用
の
場
合
は
、

普
通
紙
で
は
な
く
写
真
用
紙
を
使

用
の
こ
と
。

【
応
募
規
定
】

平
成
型
年
か
ら
平
成
妬
年
中
に
撮

影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
作
品
は
１
人
２
点
以
内
と
し
、

未
発
表
の
も
の
で
作
品
一
点
ご
と
に

「
応
募
票
」
を
裏
面
に
貼
付
す
る
。

な
お
、
肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

被
写
体
が
人
物
の
場
合
は
必
ず
本
人

凸一

一一

二,二〃

鱸
↓

の
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

持
参
、
郵
送
又
は
宅
配
便

【
応
募
締
切
り
】

平
成
妬
年
加
月
末
日
必
着

【
表
彰
】

・
最
優
秀
賞
１
名

・
優
秀
賞
２
名

・
佳
作
２
名

・
発
表
入
賞
者
に
直
接
連
絡

【
問
合
わ
せ
・
作
品
送
付
先
】

〒
２
０
８
ｌ
８
５
０
１

武
蔵
村
山
市
本
町
１
の
１
の
１

武
蔵
村
山
市
役
所
生
活
環
境
部

産
業
観
光
課
農
政
グ
ル
ー
プ

固
０
４
２
１
５
６
５
１
１
１
１
１

内
線
２
２
５

＊
入
賞
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
。
ま
た
著
作
権
は
ク
ラ
ブ
に

帰
属
い
た
し
ま
す
。

頚
農
業
簿
記
講
習
毒
の
‐
ｉ
｜

屑
降
ｉ
‐
卜
！
‐
‐
‐
‐
Ｉ
皆
曇
黍
閥

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
東
京

都
農
業
会
議
に
講
師
を
お
願
い
し
て

簿
記
講
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

講
習
会
は
８
月
か
ら
毎
月
１
回
来

年
の
２
月
ま
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

講
習
内
容
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

記
帳
の
仕
方
な
ど
、
受
講
者
の
希
望

に
そ
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
付
は
随
時
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
度
も
８
月
か
ら
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

・
講
習
期
間

平
成
妬
年
８
月
か
ら
平
成
沁
年
２

月
ま
で
毎
月
１
回
実
施
し
ま
す
。

．
受
講
料

無
料

・
場
所

中
部
地
区
会
館
（
市
役
所
四
階
）

で
行
い
ま
す
。

（
注
）
パ
ソ
コ
ン
の
準
備
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
個
人
の
パ
ソ
コ
ン

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・
受
給

者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
立
方
式

（
確
定
拠
出
型
）
の
公
的
年
金
と
し

て
平
成
腔
年
１
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
で

あ
る
農
業
者
が
よ
り
豊
か
な
老
後
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
国

民
年
金
（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し

た
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

支
払
う
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
、
農
業
新
聞
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
は
・
・

農
業
委
員
会
事
務
局
へ

伽
５
６
５
１
１
１
１
１

（
内
線
）
２
２
６
へ

農
業
者
年
金
の加
入
を
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市
で
は
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

育
成
す
る
た
め
に
、
農
業
実
習
の
受

入
れ
て
く
だ
さ
る
協
力
農
家
を
探
し

て
お
り
ま
す
。

研
修
後
は
そ
の
ま
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入
れ
先
と
な
り
ま
す
。

＊
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
農
業
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
か
ら

起
き
る
未
利
用
農
地
の
発
生
を
防

ぎ
、
将
来
に
わ
た
り
市
民
に
新
鮮

で
安
全
な
農
産
物
の
供
給
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の
農
家
か

ら
農
作
業
の
手
伝
い
の
依
頼
が
あ

っ
た
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ

い
た
方
を
紹
介
し
、
一
定
期
間
、

作
業
実
習
を
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
観
光
課

農
政
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

援段

平
成
虹
年
に
行
わ
れ
た
農
地
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
相
続
等
に
よ
り

新
た
に
農
地
権
利
者
と
な
っ
た
者
は

農
地
の
大
小
、
調
整
区
域
・
市
街
化

区
域
を
問
わ
ず
、
権
利
を
取
得
し
た

日
か
ら
ｍ
か
月
以
内
に
農
業
委
員
会

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
、
農
業
委
員
あ
る
い
は
農

業
委
員
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ

未
届
出
者
、
虚
偽
報
告
者
に
は
加

万
円
以
下
の
過
料
等
の
罰
則
規
定
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
さ
い
。

熱蕊
蕊

■
９

＃ §

鵜
鰐
眠
鱸
難

現
在
、
市
内
に
は
体
験
型
市
民
農

園
が
２
園
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
農
業
体
験
の
場
、
ま
た
市

民
交
流
の
場
と
し
て
不
足
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農
園
の
開
設
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
観
光
課

農
政
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

多
摩
開
墾
内
の
道
路
は
、
農
家
の

皆
さ
ん
が
通
行
す
る
大
切
な
道
路
で

す
。
道
路
内
で
は
優
し
い
運
転
に
心

が
け
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

等
脚
Ⅱ
Ⅱ
桃
ｌ
他
，
１
．
．
１
．
，
．
１
ｉ
１
輪
Ｉ
ｒ
Ｉ
世
に
Ｉ
Ｆ
順
！
ァ
叩
Ｉ
ｉ
ｕ
●
ｉ
ｕ
虐
等

一
鵠
編
儘
需
鍾
認
鵠
一

一
「
北
日
本
・
東
日
本
・
西
日
本
一

一
す
べ
て
で
暑
い
夏
」
は
昨
年
ま
で
一

一
３
年
連
続
で
統
計
史
上
初
め
て
上

一
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
も
し
か
す
る
一

一
と
４
年
連
続
・
・
・

一
気
象
庁
の
３
か
月
予
報
に
よ
り
一

一
毒
蓉
珪
か
誇
鮴
鋤
窄
、
暑
い
夏
に
一

一
今
年
も
農
作
業
に
は
厳
し
い
夏
一

一
に
な
り
そ
う
で
す
。
体
調
管
理
を
一

一
し
っ
か
り
行
い
こ
の
暑
い
夏
を
乗
一

一
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

一
編
集
員
高
山
充
則
一

″
山
田
和
男

″
乙
幡
覺
一

″
進
藤
健
治
一

″
吉
野
正
博
一

一
一

一
〃
木
下
和
年
一

’
１
－
１
１
１
‐
芋
！’


